
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図面名称 都市計画図 

縮  尺 1/10,000 図面番号 １ 

凡 例  

表 示 用 途 地 域 

 第二種中高層住居専用地域  

 第 一 種 住 居 地 域  

 近 隣 商 業 地 域  

 商 業 地 域  

 準 工 業 地 域  

 工 業 地 域  

 指 定 の な い 区 域 

（ 市 街 化 調 整 区 域 ） 

○○駅 

申請地 

原則、図面右上に記載す

ることとし、他の図にお

いても、記載位置及び表

示を合わせる。 

申請地は赤色塗りつぶし

とし、見づらい場合は、 

赤枠で囲む。 

申請地文字は、赤字で 

記載し枠で囲む。 

図面名称、縮尺、図面番号は図

面右下に記載すること。なお、

縮尺は 1/10,000 程度とする。 

市境がある場合は、 

２点鎖線で表示する。 

○○市 

市を跨ぐときは、市名を記載

し、用途地域を着色する。 

建築審査会添付図書記載例 

（法第４８条） 

△△市 

目標となる地物は、最寄りの駅や市

役所など誰もが知っているものと

し、名称は見やすい文字で表示し枠

で囲む。 

用途地域の表示は、都市計画図の

表示と合わせた記載とすることと

し、凡例（図内にあるもののみ）

を法の条項順に記載する。 

下図は市町村の都市計画図等を

利用し、周辺の地形地物、道路

及び鉄道等を表示することによ

り、できる限り申請地の位置関

係が分かりやすい表示とする。 

枠のサイズは 25mm×100mm と

する。（以下図面共通） 



 

 

 

  

図面名称 付近見取図 

縮  尺 1/2,500 図面番号 ２ 

第二種中高層住居専用地域 

第一種住居地域 

市街化調整区域 

原則、図面右上に記載す

ることとし、他の図にお

いても、記載位置及び表

示を合わせる 

図面名称、縮尺、図面番号は図

面右下に記載すること。なお、

縮尺は 1/2,500 程度とする。 

申請地は形状を正確に

赤枠で囲む。 

用途地域の表示を都市計画図の表

示と合わせることとし、当該用途

地域が分かるように表示する。 

（市町村をまたぐ場合は、市町村

ごとに表示する） 

市街化調整区域も表示する。 

（市町村をまたぐ場合は、市

町村ごとに表示する） 

申請地 

申請地から７０ｍ（準住居地域

の場合は２０ｍ）の範囲を青線

で示す。 

申請地周辺については、

現況に合わせて都市計画

図を修正する。 



 

 

  

図面名称 配置図 

縮  尺 1/300 図面番号 ３ 

凡例 

 雨水桝 

 汚水・雑排水桝 

 最終桝 

 敷地出入口 

 建物出入口 

 増築部分 

 既存部分 

計画概要 
用 途 地 域 第一種住居地域 

主 要 用 途 自動車修理工場併用店舗 

構造 ・階数 （増築部分）鉄骨造平家建 

（既存部分）鉄骨造平家建 

敷 地 面 積 3,082.95 ㎡ 

 増築部分 既存部分 合計 

建 築 面 積 708.80 ㎡ 201.60 ㎡ 910.40 ㎡ 

延 べ 面 積 630.80 ㎡ 201.60 ㎡ 832.40 ㎡ 

建 蔽 率 2.96/10 

容 積 率 2.71/10 

道路境界線 66,500 

3,
00

0 

3,000 

図面名称、縮尺、図面番号は図面右

下に記載すること。なお、縮尺は

1/200～1/600 程度とする。 

敷地境界線は赤色とし、

寸法（単位はｍｍ）を敷

地の外側に記載する。 

境界線から躯体までの距

離を記載する。 

雨水桝、汚水桝、雑排水桝、 

最終桝、敷地出入口、建物出入口 

新築・増築部分、既存部分の凡例

を記載する。 

既存部分はグレーに

着色し、新築・増築

部分は青枠とする。 

雨水、汚水、雑排水等

の放流先を記載する。 

12
,0

00
 

隣地境界線 66,300 

隣
地
境
界
線
 

46
,5

00
 

隣
地
境
界
線
 

46
,5

00
 

申請建築物 

自動車修理工場併用店舗 

鉄骨造平家建 

油水分離槽 

1 

公共下水管に連結 

2 4 3 5 6 7 

8 9 10 12 11 13 

15 19 20 16 18 17 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

3,
00

0 

フェンス Ｈ2400（防音仕様） ネットフェンス Ｈ1200 

ネットフェンス Ｈ1200 

道路 

側溝へ放流 

駐車場 

騒音対策を明示する。 

敷地が公園、広場、水面、線路敷等

に接する場合は、（ ）で記載する。 

例：隣地（水路）境界線 

Exp.J がある場合

は明示する。 

△
E

xp
.J

 

建蔽率・容積率は分数表記

とし、議案書と整合させて

小数第２位までとする。 

公聴会で意見があった

場合等、審査会での説明

に必要となる事項を適

宜図面に記載する。 

バリカー 

公聴会での意見により計画が変更と

なった場合等については、変更後の図

面を正として、変更前の図面を参考図

として添付する（以下各図面共通） 



 

 

  

図面名称 １階平面図 

縮  尺 1/200 図面番号 ４ 

凡例 

 建物出入口 

 増築部分 

 既存部分 

各室の用途を記載する。 

屋外で屋根がある部

分は点線で記載する。 

19
,0

00
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00
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25,200 1,000 10,400 

9,700 3,900 11,600 3,400 6,640 既存部分はグレーに

着色する。 

新築・増築部分は 

青枠で囲む。 建物寸法は主要な部

分のみ記載する。 

       作業場面積 

 15.00×6.64＋2.40×4.40＋2.40×2.00 

＝114.96 ㎡（≦150 ㎡） 

作業場面積については、 

計算式を記載する。 

2,
40

0  

2,000 
Ａ Ａ‘ 

Ｂ
‘
 

Ｂ
 

断面位置を

記載する。 

作業に関連して設置する機械など

は、その位置を記載する。 

通路 

新車展示スペース 

ショールーム 

HCWC WWC MWC 倉庫 

事務室 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ室 

部品庫 

洗車場 

作業場部分は赤枠で囲む。 

作業場と区画されている部分は 

面積に含まない。 

作業場 

洗車場部分は作業場

面積に含まない。 

Exp.J がある場合は明示する。 

△
E

xp
.J

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面名称 立面図 

縮  尺 1/200 図面番号 ５ 

南立面図 

東立面図 

既存部分はグレーに

着色する。 

作業場部分を赤枠（見えがかりで

ない場合は赤破線枠）で囲む。 

許可の対象となる作業場部分の開口部（シ

ャッター等）を有する面を図示する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面名称 断面図 

縮  尺 1/200 図面番号 ６ 

ショールーム 部品庫 

洗車場 

Ａ－Ａ‘断面図 

Ｂ－Ｂ‘断面図 

各室の用途を記載

する。 

既存部分はグレーに

着色する。 

許可の対象となる作業場部分

を赤枠で囲む。 

許可の対象となる作業場

部分の断面を記載する。 

最高の高さを記載する。 

（平面方向の寸法は記載不要） 

地盤面以下は記載しない。 

作業場 

作業場 

奥の壁等は図示し

ない。 

最高の高さ 8,000 

最高の高さ 8,000 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面名称 現況図 

縮  尺 1/1,000 図面番号 ７ 

① 

② 

③ 

⑤ 

④ 

⑦ 

⑥ 

⑧ 

⑩ 
⑨ 

⑪ ⑫ 

⑯ 

⑮ 

⑭ 

⑬ 

⑰ 

原則として、各地番ごとに

番号をつける。 

50 

50-1 

51 

54 

53 

52 

55 

102 

101 111 

111 

113 112 

57 

72 
71 

58

39 

共同住宅 
ＲＣ造４階建 

一戸建ての住宅 
木造２階建 

自動車車庫 
Ｓ造平家建 

利害関係を有する範囲は、原則５０ｍ

とする。ただし、周辺に与える影響が

大きい場合は、１００ｍとする。 

現況の土地利用の状況を

記載する。 

利害関係を有する範囲内に建築物

がある場合は、その用途、構造、 

階数を記載する。 

利害関係を有する範囲内の敷地に

ついては、地番を記載する。 

56 

申請地 

一戸建ての住宅 
木造２階建 

新築建築物・増築部分を

点線で表記する。 

増築部分 



 

 

 

番号 町名 地番 地目 

土地 建築物 
利害関係

者数 
所有者の住所・氏名 権利者の住所・氏名 所有者の住所・氏名 権利者の住所・氏名 

① ○○町大字○○字○○ 50 宅地 
名古屋市中区○○○ 

愛知 太郎 
 

名古屋市中区○○○ 

愛知 太郎 

○○町大字○○字○○50 101 号 

愛知 次郎 
1,2 

       
○○町大字○○字○○50 102 号 

△△ △△ 
3 

       
○○町大字○○字○○50 201 号 

△△ ○○ 
4 

       
○○町大字○○字○○50 202 号 

□□ □□  
5 

       
・ 
・ 
・ 

6 

       
・ 
・ 
・ 

7 

       
・ 
・ 
・ 

8 

       
・ 
・ 
・ 

9 

 ○○町大字○○字○○ 50-1 宅地 
豊田市○○町○○○ 

豊田 三郎 
 ①と同じ ①と同じ 10 

② ○○町大字○○字○○ 51 宅地 
○○町大字○○字○○51 

尾張 花子 
 

○○町大字○○字○○51 

尾張 花子 
 11 

③ ○○町大字○○字○○ 52 畑 
○○町大字○○字○○51 

尾張 花子 
 

 
 － 

・ 
・ 
・ 

        

・ 
・ 
・ 

        

⑰ ○○町大字○○字○○ 39 宅地 
○○町大字○○字○○39 

○○ ○○ 
 

○○町大字○○字○○39 

○○ ○○ 
 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面名称 利害関係者名簿 

縮  尺 ― 図面番号 ８ 

累計で記載し、重複する場合は 

空欄（－）とする。 


